
岐
路
に
立
つ
大
学
教
育

昨
今
の
大
学
生
の
学
力
低
下
問
題
は
、

平
成
六
年
度
以
降
大
幅
に
削
減
選
択
科

目
化
さ
れ
た
高
校
ま
で
の
学
習
指
導
要
領
に
起
因
す
る
こ
と
と
と
も

に
、
十
年
一
日
の
ご
と
く
同
じ
内
容
を
淡
々
と
教
え
て
き
た
り
、
一

旦
、
入
学
し
た
ら
卒
業
が
保
証
さ
れ
た
よ
う
な
緊
張
感
の
な
い
「
ト

コ
ロ
テ
ン
」
的
進
級
制
度
、
さ
ら
に
入
試
科
目
数
の
削
減
、
一
芸
入

試
や
推
薦
入
学
の
増
枠
な
ど
を
推
進
し
て
き
た
大
学
側
の
責
任
も
計

り
し
れ
な
い
程
、
大
き
い
。
大
学
に
お
け
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

あ
り
方
や
教
育
技
術
の
向
上
努
力
（Faculty

D
evelopm

ent

）
が
見

直
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

東
京
大
学
教
養
学
部
で
の

物
理
学
と
生
物
学
教
育

に
お
け
る
対
応

東
京
大
学
で
前
期
課
程
教
育
を
担
当

す
る
責
任
母
体
で
あ
る
教
養
学
部
に

お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
数
年
前
か

ら
高
校
で
の
多
様
な
履
修
歴
を
持
っ
た
学
生
達
が
入
学
し
て
き
た
。

物
理
学
教
育
の
責
任
母
体
で
あ
る
物
理
部
会
で
は
、
理
科
系
の
学
生

達
に
必
修
で
物
理
学
講
義
を
開
講
し
て
い
る
が
、
数
年
前
か
ら
東
大

入
試
で
物
理
を
選
択
し
た
学
生
集
団
を
Ａ
コ
ー
ス
、
選
択
し
な
か
っ

た
集
団
を
Ｂ
コ
ー
ス
と
し
て
二
分
し
、
特
に
Ｂ
コ
ー
ス
の
学
生
達
に

は
入
念
な
入
門
的
解
説
を
加
え
な
が
ら
、
授
業
を
進
め
て
い
る
。
一

方
、
生
物
部
会
で
は
、
高
校
で
の
生
物
履
修
歴
、
入
試
選
択
歴
と
大

特
集
・
授
業
づ
く
り
と
授
業
計
画

高
校
生
物
未
習
者
へ
の
生
物
学
教
育

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科

東
京
大
学
・
教
養
学
部

松
田

良
一

大学と教育 No．３２ ０２―４
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学
一
年
次
の
理
科
２
・
３
類
生
物
学
必
修
科
目
「
生
命
科
学
基
礎

Ｉ
」
の
成
績
と
の
相
関
に
つ
い
て
平
成
九
年
度
以
来
、
調
査
し
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
高
校
で
生
物
を
履
修
し
て
い
れ
ば
、
東
大
入
試
で

生
物
を
選
択
し
た
学
生
集
団
と
選
択
し
な
か
っ
た
集
団
間
で
の
大
学

一
年
次
の
生
物
学
の
成
績
の
差
は
殆
ど
無
い
の
に
対
し
、
高
校
で
生

物
を
全
く
履
修
し
な
か
っ
た
集
団
は
二
〇
％
も
成
績
が
低
い
現
象
が

毎
年
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
見
出
し
た
（
表
１
）。高
校
「
生
物
」
未
習

の
学
生
達
に
聞
く
と
高
校
で
履
修
し
て
い
な
い
と
、
大
学
入
学
後
も

生
物
学
へ
の
違
和
感
は
極
め
て
大
き
い
と
い
う
。
平
成
六
年
度
か
ら

施
行
さ
れ
た
高
校
理
科
の
科
目
選
択
制
の
弊
害
は
極
め
て
大
き
い
と

言
え
る
。
し
か
も
、
医
者
を
志
す
理
科
３
類
生
の
四
割
以
上
が
高
校

「
生
物
」
未
習
で
あ
る
。
本
人
の
志
望
分
野
と
高
校
で
の
履
修
科
目

の
乖
離
は
深
刻
で
あ
る
。
こ
の
状
況
は
平
成
九
年
か
ら
十
三
年
ま
で

変
わ
っ
て
い
な
い
。こ
れ
に
対
す
る
対
策
と
し
て
生
物
部
会
で
は「
生

命
科
学
基
礎
Ｉ
」
の
前
半
は
高
校
生
物
レ
ベ
ル
か
ら
は
じ
め
る
こ
と

と
、
主
に
高
校
で
の
生
物
未
習
者
を
対
象
に
生
物
学
の
補
講
授
業
を

一
年
次
夏
学
期
に
開
講
す
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、
四

年
間
に
わ
た
り
同
様
な
試
み
を
続
け
て
も
、
高
校
生
物
未
習
者
と
既

習
者
の
成
績
差
は
解
消
し
て
お
ら
ず
、
補
修
授
業
に
お
い
て
も
期
間

の
途
中
で
履
修
を
放
棄
す
る
学
生
が
多
く
、
必
ず
し
も
効
果
を
あ
げ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
単
に
高
校
生
物
の
繰
り
返
し
で
は
な
く
、

学
生
に
受
講
を
続
け
さ
せ
る
魅
力
あ
る
補
修
教
育
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と

ま
つ
だ
・
り
ょ
う
い
ち
�
一
九
五
二
年
、
神

奈
川
県
生
ま
れ
�
主
な
著
書
・
論
文
に
松
田

良
一
・
正
木
春
彦
編
「
日
本
の
理
科
教
育
が

あ
ぶ
な
い
」
（
学
会
セ
ン
タ
ー
関
西
、
学
会

出
版
セ
ン
タ
ー
）A

rakaw
a,M
.et.al(2001)

N
egam

ycin
can
restore

D
ystrophin

in
m
dx

skeletalm
uscle.A

cta
M
yol.20

:154-158

表１
東大理科２・３類における高校「生物」履修の有

無、「生物」受験の有無と入学後の必修科目「生命
科学基礎Ｉ」の成績

註）現役生のみ。平均点は理科２類の平均点を１００とした
場合の相対値。ＹＹ、高校「生物」履修、受験で「生物」
を選択。ＹＮ、高校「生物」履修、受験で「生物」を非
選択。ＮＮ、高校「生物」未習、受験で「生物」を非選
択。ＮＹ、高校「生物」未習、受験で「生物」を選択。

標準偏差

１９

２０

２６

１７

２３

３１

平均点

１００

９８

８０

１０５

１０１

９７

８１

学生数

１１６（４２．１％）

６７（２４．４％）

９１（３３．１％）

１ （０．３％）

１１（２１．６％）

１８（３５．３％）

２２（４３．１％）

０

履歴

ＹＹ

ＹＮ

ＮＮ

ＮＹ

ＹＹ

ＹＮ

ＮＮ

ＮＹ

科類

理科２類

理科３類

－２２－



伝
達
手
段
の
工
夫
が
必
要
と
さ
れ
る
。

私
の
授
業
作
り

講
義
、
実
習
、
ゼ
ミ
を
通
じ
て
学
生
達
に
生
命

科
学
の
面
白
さ
、
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー
と
し
て
の

生
命
科
学
の
重
要
性
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら
良
い
か
？

思
春
期

後
期
お
よ
び
青
年
期
に
あ
る
大
学
生
達
に
最
も
ア
ッ
ピ
ー
ル
す
る
科

学
教
育
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
？
ま
ず
第
一
に
現
象
の

面
白
さ
を
実
感
す
る
機
会
を
与
え
る
事
。
そ
し
て
、
第
二
に
そ
の
現

象
の
背
後
に
あ
る
普
遍
法
則
の
存
在
を
実
感
す
る
こ
と
。
第
三
に
、

現
象
や
そ
の
背
後
に
あ
る
法
則
性
が
い
か
に
し
て
発
見
さ
れ
た
か
、

科
学
者
と
い
う
人
間
の
存
在
と
そ
の
動
機
に
つ
い
て
考
え
、
探
求
活

動
が
い
か
に
人
間
的
行
為
で
あ
る
か
を
実
感
す
る
こ
と
。
そ
し
て
自

分
も
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
。
私
は
こ

れ
ら
が
最
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
す
べ
て
を
講

義
室
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
は
講
義

以
外
に
、
集
中
実
習
と
教
養
学
部
特
有
の
一
・
二
年
生
を
対
象
に
し

た
「
全
学
自
由
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
枠
を
利
用
し
、
様
々
な
手
法
で

学
生
達
の
学
習
意
欲
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
特
に
、
「
実
験
生

命
科
学
」
で
は
十
年
間
に
渡
り
、
毎
年
、
冬
休
み
一
週
間
を
使
っ
て

集
中
授
業
と
し
て
ニ
ワ
ト
リ
の
骨
格
筋
と
心
筋
細
胞
の
培
養
実
習
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
生
き
た
細
胞
を
自
ら
の
手
で
培
養
し
、

増
殖
、
分
化
し
て
い
く
様
を
観
察
し
、
最
後
に
酵
素
抗
体
法
で
細
胞

分
化
を
免
疫
組
織
化
学
的
に
検
証
す
る
も
の
で
、
受
講
生
達
（
機
材

の
都
合
上
、
毎
回
四
十
数
名
に
制
限
）
か
ら
も
毎
年
好
評
を
得
て
い

る
。
こ
の
実
習
で
顕
微
鏡
下
に
拍
動
す
る
心
筋
細
胞
を
見
て
驚
き
の

声
を
上
げ
る
受
講
生
達
の
中
か
ら
生
命
科
学
を
志
す
多
く
の
学
徒
が

育
っ
て
い
る
。
驚
き
の
声
を
上
げ
る
学
生
を
見
て
、
毎
年
、
私
自
身

も
生
命
科
学
に
対
す
る
初
心
を
思
い
出
す
事
も
多
い
。
さ
ら
に
四
年

目
に
な
っ
た
全
学
自
由
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
生
命
科
学
の
現
在
」
に

お
い
て
は
講
義
室
を
離
れ
、
毎
週
、
午
後
五
時
か
ら
学
内
外
の
生
命

科
学
研
究
の
現
場
に
受
講
生
達
（
五
十
名
程
度
）
を
連
れ
て
行
き
、

そ
こ
の
研
究
者
に
直
接
、
研
究
内
容
や
研
究
目
標
、
さ
ら
に
研
究
者

と
し
て
の
自
ら
の
半
生
を
語
っ
て
も
ら
い
、
将
来
の
生
命
科
学
研
究

者
を
目
指
す
受
講
生
達
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
て

い
る
。訪
問
先
の
研
究
者
も
ゼ
ミ
の
趣
旨
を
よ
く
理
解
し
て
下
さ
り
、

熱
の
こ
も
っ
た
議
論
が
夜
遅
く
ま
で
続
く
。
一
流
の
研
究
者
達
が
自

分
と
同
様
に
悩
み
多
き
青
春
を
送
り
、
そ
の
中
で
一
生
を
打
ち
込
め

る
テ
ー
マ
に
ど
の
よ
う
に
し
て
出
会
い
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
き
た

か
を
多
く
の
実
例
と
し
て
学
ぶ
こ
と
は
、
学
生
に
は
こ
の
上
な
い
励

み
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
体
験
型
授
業
を
通
じ
て
、
学
生
達
に
人
間
の

営
み
の
一
つ
と
し
て
の
科
学
を
伝
え
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

新
し
い
補
習
教
育
の
試
み

先
に
述
べ
た
通
り
、
生
物
部
会
で
は

補
習
授
業
を
四
コ
ー
ス
開
講
し
て
い

－２３－



る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
受
講
者
の
歩
留
ま
り
が
良
く
な
い
。
学
期

途
中
で
受
講
者
が
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
大
き
な
理
由
の

一
つ
は
「
せ
っ
か
く
大
学
に
入
学
し
た
の
に
、
高
校
レ
ベ
ル
の
内
容

を
再
び
学
習
す
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
」
で
あ
ろ
う
。
な
ん
と
か
大
学

生
に
も
面
白
く
高
校
レ
ベ
ル
の
学
習
が
で
き
な
い
も
の
か
？
い
ろ
い

ろ
と
探
す
う
ち
に
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
日
本
技
術
者
連
盟
」

が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
ー
レ
ル
ス
プ
リ
ン
グ
高
校
と
提
携
し
て
補

習
教
育
の
た
め
の
日
本
語
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
し

た
こ
と
を
知
っ
た
。
早
速
、
こ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
つ
で
あ
る
生
物

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
日
本
の
高
校
生
物
と
大
学
一
、
二

年
生
の
生
物
学
の
内
容
を
十
分
に
網
羅
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
最
近
の
学
生
達
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
世
代
で
あ
る
。
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
情
報
教
育
棟
に
公
開
さ
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
自
由
室
は

い
つ
も
満
員
で
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
黒
板
を
用
い
た
講
義
形

式
よ
り
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
の
授
業
の
方
が
興
味
が
沸
く

だ
ろ
う
。
し
か
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
例
え
ば
自
宅
で
も
受
講
可
能
で
あ
る
。
補
習
教
育
の
た

め
の
日
本
語
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
は
ハ
イ
パ
ー
テ
キ
ス
ト

方
式
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
学
習
者
個
人
の
理
解
レ
ベ
ル
に
応
じ

て
多
数
の
専
門
サ
イ
ト
と
リ
ン
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
ニ
ー

ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
で
き
る
。
さ
ら
に
受
講
者
個
人
に
パ
ス
ワ
ー

ド
を
発
行
し
、
単
元
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
小
テ
ス
ト
を
受
け
な
い
と

そ
の
先
に
進
め
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
受
講
者
の
履
修
状
態

や
進
度
が
客
観
的
に
評
価
で
き
る
。
そ
の
結
果
は
記
録
さ
れ
、
本
人

は
も
ち
ろ
ん
、
担
当
教
官
に
も
通
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

カ
ラ
ー
写
真
や
動
画
も
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
た
め
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
世
代
で
あ
る
学
生
達
に
対
応
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
私
は
平
成
十
四
年
度
夏
学
期
に
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
生
物
補
習
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
い
て
東
大
理
科
２
、

３
類
一
年
生
の
生
物
学
補
習
教
育
を
試
行
し
、
そ
の
学
習
効
果
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
る

生
物
補
習
教
育
の
受
講
者
集
団
と
、
従
来
の
講
義
形
式
に
よ
る
補
習

教
育
を
受
け
た
学
生
集
団
間
で
の
「
生
命
科
学
基
礎
�
」
お
よ
び
そ

れ
以
降
の
生
命
科
学
系
講
義
に
お
け
る
成
績
を
追
跡
調
査
す
る
。
そ

れ
に
よ
り
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
、
学
習
効
果
が
上
が
る

補
習
教
育
を
お
こ
な
う
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
を
得
る
予
定
で
あ
る
。

F
aculty

D
evelopm

ent

と

教
育
力
評
価
が
必
要

大
学
教
員
に
は
教
員
免
許
は
要
ら

な
い
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
場
合
、

講
義
室
や
実
習
室
で
の
教
育
者
と

し
て
の
技
量
は
考
慮
さ
れ
ず
、
研
究
者
と
し
て
の
技
量
（
論
文
数
、

被
引
用
度
、
研
究
資
金
の
調
達
実
績
等
）
の
評
価
に
よ
っ
て
人
事
が

行
わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
場
合
、
採
用
候
補
者
数
名
に
教
室

－２４－



セ
ミ
ナ
ー
を
や
っ
て
も
ら
い
、
こ
の
候
補
者
が
採
用
さ
れ
た
場
合
、

学
生
の
関
心
を
引
き
出
す
能
力
が
あ
る
か
、
教
員
と
し
て
適
性
が
あ

る
か
に
つ
い
て
大
学
院
生
や
学
部
学
生
達
に
採
点
さ
せ
、
そ
の
点
を

含
め
て
人
事
判
断
が
な
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学

で
は
助
教
授
と
し
て
の
採
用
か
ら
数
年
以
内
にTenure

と
呼
ば
れ

る
終
身
身
分
を
持
っ
た
准
教
授
へ
昇
進
す
る
か
（
大
学
に
よ
っ
て
も

違
う
が
二
五
％
程
度
の
昇
進
率
が
多
い
）、一
年
以
内
に
退
職
さ
せ
ら

れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
採
用
人
事
の
時
ば
か
り
で

な
く
ア
メ
リ
カ
で
は
毎
学
期
の
最
後
に
、
教
室
主
任
か
ら
受
講
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
が
配
ら
れ
、
学
生
側
か
ら
見
た
無
記
名
で
教
員
の
授
業

に
対
す
る
十
項
目
程
度
の
評
価
調
査
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
評
価
結
果

は
研
究
業
績
に
近
い
重
さ
を
持
っ
て
昇
進
か
退
職
か
の
判
断
に
使
わ

れ
て
い
る
。

日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
一
旦
、

採
用
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
授
業
を
す
る
か
は
教
員
本
人

の
生
来
の
教
育
力
と
意
欲
に
依
存
す
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
為
か
、

授
業
に
は
最
小
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
臨
む
教
員
も
少
な
く
な
い
。
そ
の

結
果
、
十
年
一
日
の
ご
と
き
授
業
が
横
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
、

低
い
教
育
技
術
の
お
陰
で
学
生
達
の
学
習
意
欲
を
減
退
さ
せ
て
い
る

と
し
た
ら
、
社
会
的
に
も
大
き
な
損
失
で
あ
ろ
う
。
最
近
、
日
本
で

も
学
生
や
学
部
に
よ
る
授
業
評
価
が
よ
う
や
く
始
ま
っ
て
き
た
。
教

員
の
教
育
力
を
組
織
的
に
訓
練
す
るFaculty

D
evelopm

ent

の
導

入
と
教
育
力
と
教
育
実
績
を
人
事
評
価
に
導
入
す
る
こ
と
が
不
可
避

な
状
況
に
来
て
い
る
。

高
校
教
育
と
大
学
教
育
の

よ
り
よ
い
接
合
を
目
指
し
て

二
〇
〇
三
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る

高
校
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
、
さ

ら
に
内
容
の
削
減
や
科
目
の
選
択

化
が
促
進
さ
れ
、
今
よ
り
さ
ら
に
多
様
な
高
校
で
の
履
修
歴
も
も
っ

た
学
生
た
ち
が
二
〇
〇
六
年
度
に
入
学
し
て
く
る
。
そ
れ
ま
で
に
大

学
初
年
次
向
け
に
、
よ
り
効
果
的
な
教
育
方
法
の
開
発
が
求
め
ら
れ

る
。
補
習
を
含
め
た
魅
力
あ
る
教
育
方
法
の
開
発
は
、
高
校
と
大
学

教
育
の
ス
ム
ー
ス
な
接
続
の
た
め
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
さ
ら
に

行
政
側
で
い
え
ば
、
学
校
週
完
全
五
日
制
や
履
修
科
目
数
や
教
科
内

容
の
削
減
、
履
修
科
目
の
選
択
化
と
全
国
の
大
学
の
教
養
部
を
廃
止

す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
や
入
試
科
目
数

の
削
減
策
の
相
互
効
果
を
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
な
か
っ
た
文
部

科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
と
高
等
教
育
局
の
つ
な
が
り
の
悪
さ
を
解

消
し
な
け
れ
ば
、
高
校
と
大
学
教
育
の
ア
ー
チ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
橋
渡
し
）
は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
解
決
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
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